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＊Berzelius, J. J., Traité de Chimieを調べると， 
Taité de Chimie. Traduit par A. Jourdan, sur des 
Manuscriptes inedits de L’Auteur er sur la dernier 
Édition Allemande, Tome 1-3 and 508, Paris, Didot 
Freres, 1829-1833. First French Edition. 
が第一版で，図3が第二版である。いずれもParis, 
Bruxellois, Londonで出版されていた。フランス語へ




































































注記：1．J. J. Berzelius, フランスと記載されている
が，スウェーデンである。 






   3．電気的，磁気的， 



























図3 J. J. Berzelius, Traité de 
Chimie Minérle, Végétale et 
Animale, Paris, (1847). 第二版． 
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   2．目次には記載されていないが，「別里施溜



















茂 亭  村上義茂 訳述 
雷酸 仏 アシデ ヒルミニケー1 


































































雷金 仏 ルヲルヒルミナント1 























 雷金の分子式はAu2O3/2NH3, Au2O3/3NH3, NH2, X 




雷銀 仏 アルゲントヒルミナント1 
































雷酸銀 仏 ヒルミナテアルゲンチケー1 











































注記：1．Fulminate Argentique，2．Dondorzuur Zilver, 
Ag(ONC)，3．□＝  , grain, gr（0.0647g），
4．青色リトマス試験紙 
 原典では287-289頁にあり，Fulminate neutre (poudre 
fulminante de Brugnatelli) と あ り ， ÅgĊy ■ 
(AgC4N2O2 +AgN?) と記されている。一法の合成法
は原典では，価が2倍になり100 grains de nitrate 
argentique と記されている。 
 
雷銀酸 仏 ヒルミナテアルゲンチケーアンデ1 











図 4  Berzelius, J. J., Traité de Chimie Minérale, 
Végétale et Animale（1847）の708頁に雷酸について記
した部分の前半部． 


















  仏 ヒルミナテポタシュアルゲンチケー 
    Fulminate Potassico-Argentique 
  蘭 ドンドルシュールカリシュルフル 
    Dodorzuur Kalium-zilver 
  分子式 Ag・K(ONC)2．原典では289頁に記載
されている。 
雷酸諳模尼亜銀 
  仏 ヒルミナテアムモニアルゲンヂケー 
    Fulminate Ammonico-Argentique 
  蘭 ドンドルシュールアンモニアシュルフル 
    Dondorzuur Ammonia-zilver 
  分子式 Ag・NH4(ONC)2．原典では290頁に記
載されている。 
雷酸曹達銀 
  仏 ヒルミナテソヂコアルゲンチケー 
    Fulminate Sodico-Argentique 
  蘭 ドンドルシュールソーダシュルフル 
    Dondorzuur Sodium-zilver 
  分子式 Ag・Na(ONC)2．原典では290頁に記載
されている。 
雷酸重土銀 
  仏 ヒルミナテバレーチコアルゲンチケー 
    Fulminate Barytico-Argentique 
  蘭 ドンドルシュールズワールアールドシュルフル 
    Dondorzuur Zwaaraarde-zilver 
  分子式 Ag・Ba(OＮC)3．原典では290頁に記載
されている。（図5） 
雷酸麻倔涅叟母銀 
  仏 ヒルミナテマグネシアアルゲンチケー 
    Fulminate Magnésico-Argentique 
  蘭 ドンドルシュールマグ子シュウムシュルフル 
    Dondorzuur Magnesium-zilver 
  分子式 Ag・Mg(ONC)3．原典では290頁に記載
されている。（図5） 
雷酸巴爾刺冑母 
  仏 ヒルミナテバルラデユム 
    Fulminate Palladium 
  蘭 ドンドルシュールパラチウム 
    Dondorzuur Palladium 
  分子式 Pd(ONC)2．原典では315頁に記載され
ている。 
雷酸白金 
  仏 ヒルミナテプラチケー 
    Fulminate Platiqe 
  蘭 ドンドルシュールプラチ子 
    Dondorzuur Platine 
  分子式 Pt(ONC)3．原典では338頁に記載されて
いる。 
雷酸金 
  仏 ヒルミナテアユリケー 
    Fulminate Aurique, Fulminate d’ Or 
  蘭 ドンドルシュールゴウド 
    Dondorzuur Goud 
  分子式  Au(ONC)3 ．原典では 367 頁に，
zinco-fluminate auriqueの項に記載されている。 
雷酸重土 
  仏 ヒルミナテバレーチケー 
    Fulminate Barytico 
  蘭 ドンドルシュールズワールアールド 
    Dondorzuur Zwaaraard 
 分子式 Ba(ONC)2．原典では54頁に記載され，
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雷酸斯多論冑母 
  仏 ヒルミナテストロンチケー 
     Fulminate Strontique 
  蘭 ドンドルシュールストロンチア 
    Dondorzuur Strontium 
  分子式 Sr(ONC)2．原典では55頁に記載され，
Zinco-fulminate strontique, Sr(C4N2O3+ZnN)? と
記載されている。 
雷酸加爾基 
  仏 ヒルミナテカルシケー 
    Fulminate Calcico 
  蘭 ドンドルシュールカルキ 
    Dondorzuur Kalki 
  分子式 Ca(ONC)2．原典では55頁に記載され，
Zinco-fulminate calcique, Ca+(C4N2O3+ZnN)? と
記載されている。 
亜雷酸銕 
  仏 ヒルミナテヘルレユス 
    Fulminate Ferreiux 
  蘭 ランドルドンドルシュールエーゼル1 
    Landor Dondorzuur Ijzer 
  注記：1．“ランドル”は不詳，仮にLandorをあ
てる。 
  分子式 Fe(ONC)2．原典では55頁に記載されて
いる。 
雷酸銕 
  仏 ヒルミナテへルリケー 
    Fulminate Ferrique 
  蘭 ドンドルシュールエーゼル 
    Dondorzuur Ijzer 
  分子式 Fe(ONC)3．原典の記載頁不詳。 
雷酸箇抜爾多 
  仏 ヒルミナテコバルチケー 
    Fulminate Cobaltique 
  蘭 ドンドルシュールコナルト 
    Dondorzuur Kobalt 
  分子式 Co(ONC)3．原典では56頁に記載されて
いる。Zinco-fulminate cobaltique, Co+(C4N2O3+ 
ZnN)? と記されている。  
雷酸尼結爾 
  仏 ヒルミナテニツコリケー 
    Fulminate Niccolique 
  蘭 ドンドルシュールニツケル 
    Dondorzuur Nickel 
  分子式 Ni(ONC)2．原典では56頁に記載され，
Zinco-fulminate niccolique, Ni+(C4N2O3+ZnN) ? 
とある。 
雷酸亜鉛 
  仏 ヒルミナテシンキケー Fulminate Zinque 
  蘭 ドンドルシュールシンキ Dondorzuur Zink 
  分子式 Zn(ONC)2．原典では53頁に記載され，
Zn+(C4N2O3+ZnN2) と記されている。 
雷酸嘉度密烏母 
  仏 ヒルミナテカドミケー 
    Fulminate Cadmique, Fulminate de cadminium 
  蘭 ドンドルシュールカドミウム 
    Dondorzuur Cadmiun 
  分子式 Cd(ONC)2．原典では67頁に記載されて
いる。 
雷酸鉛 分子式 Pb(ONC)2 
  仏 ヒルミナテプロルムビケー 
    Fulminate Plombique 
  蘭 ドンドルシュールロード 
    Dondorzuur Lood 
  原典では105頁に記載され，Zinco-fulminate 
plombique，Pb+(C4N2O3+ZnN2)? と記されている。 
雷酸銅 
  仏 ヒルミナテキユフリケー 
    Fulminate Cuivrique 分子式 Cu(ONC)2 
  蘭 ドンドルシュールコーペル 




















  注記：1．E. Davy. 
  原典では180頁に記載され，Zinco-fulminate 
cuivrique, CuC4N3O2+ZnN2C2? と記されている。 
雷酸澒 分子式 Hg(ONC)2 
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  仏 ヒルミナテメルキュリケー 
    Fulminate mercureux  
  蘭 ドンドルシュールクイツキ 











  注記：1．温度は華氏（Ｆ°）である。 
  原典では238頁に記載され，Mercuro-fulminate 
mercureux, HgC4N2O3+HgN2 (ou HgCy2)と記され
ている。 
雷酸麻倔涅叟母 分子式 Mg(ONC)2 
  仏 ヒルミナテマグ子チケー 
    Fulminate Magnetique 
  蘭 ドンドルシュールマク子シウム 
    Dondorzuur Magnesium 
  原典では55頁に記載されている。Zinco-fulminate 
magnesiqueに記されている。 
雷酸亜律密烏母 分子式 Al(ONC)3 
  仏 ヒルミナテアルユミニケー 
    Fulminate Alminique 
  蘭 ドンドルシュールアルユミウム 
    Dondorzuur Alminium 
  原典では55頁に記載されている。Zinco-fulminate 
aluminiqueに記されている。 
消酸 HNO3 
  仏 アシデニツトリケー Acide nitrique 

























ポ タ ア ス
1十分ヲ納レ一昼夜ヲ経
レハ，剥篤亜斯
ポ タ ア ス
ハ溶解ス．然ル時ハ漉布ニテ濾
過シ，又剥篤亜斯
ポ タ ア ス
十分ヲ納一昼夜ヲ経レハ，
剥篤亜斯
ポ タ ア ス
溶解ス．此ノ如クスル事数回ニシテ，
剥篤亜斯





ポ タ ア ス
ヲ納ル事数回ニ非レバ，溶解セザルニ
至ラス．其醇厚ナル者二三回ニシテ剥篤亜斯



















国名並び薬名 硝石 木炭 硫黄 





ンス薬 七十五銭 十二銭五分 十二銭五分 
同上ノ町人用
薬 七十二銭 十四銭 十四銭 
常用カノン薬 六十六銭六分 十九銭 十四銭四分 
（以下略す）























































































100      74.575 3.13215
加里
8.62985        
硫黄
8.83125
ベ リ セ リ ウ ス 








































































の研究』でも，村上がBerzeliusの“Traité de Chimie, 
Nouvelle éditon, entièrement refondue D’Après La 4me 
Édition Allemande, Publiée en 1838, Par B. Valerius, 





に「一．ベルセリウス 但 千八百三十九年之板 三
本」の記録があり，前記の書籍が架蔵されていたこ
とを示している。一方，Berzeliusの”Treité de Chimie”
の仏語訳には，A. J. L. Jourdan訳の1829-1833年にパ
リのDidot Frèresでの出版があり，また図3に示した
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